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第４学年国語科学習指導案 
 

単元名 ショートショートを書いてみよう 

～言葉が生み出す物語～（仮） 
     

学習材名 「作ろう！『ショートショート』」（教育出版 ４年） 

教師作成のショートショート 

 

 

 

 

１ 単元の目標 
 ○言葉には、考えたことや思ったことを表す働きがあることに気付くことができる。 〔知識及び技能〕(1)ア 

○相手や目的を意識して、経験したことや想像したことなどから書くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にすることができる。     〔思考力、判断力、表現力等〕B(1)ア 

 ○言葉がもつよさに気付くとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとする。                               

「学びに向かう力、人間性等」 

 

２ 単元の評価規準 

 ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

単 

元 

の 

評 

価 

規 

準 

 

①言葉には、考えたことや思ったことを表

す働きがあることに気付いている。 

（(1)ア） 

 

 

 

①「書くこと」において、相手や目的を

意識して、経験したことや想像したこ

となどから書くことを選び、集めた材

料を比較したり分類したりして、伝え

たいことを明確にしている。             

（B(1)ア） 

 

①粘り強く題材となる「不思議な言葉」を作り、

その意味や想像したことから伝えたいことを明

確にし、自分の考えた展開に沿ってショートシ

ョートを書こうとしている。 

 

３ 単元構想 
(1) 児童について（児童観） 

本学級の児童は、前年度までの国語科の学習の書く単元において、教科書の挿絵を基に物語を創作する経

験をしている。今年度は調べたことをまとめる学習や、調べたことを基に自分の意見を書く学習、季節を表

す言葉を意識した俳句作りなどに取り組んできた。また、常時活動として週に１回程度、自主学習の振り返

りとそのとき感じたことをタブレットに入力して担任に送ることや、２学期からは国語科の学習を中心とし

て、自分が気になった言葉や心に残った言葉、新しく知った言葉など大切にしたい言葉を「言葉集めノート」

に書く活動を行っている。 

本単元を行うにあたり、国語科や「書くこと」の学習に関する意識調査を行った。結果は以下のとおりであ

る。 

日 時：令和７年２月２１日(金)５校時 

児 童：江東区立第五大島小学校 第４学年１組 ２３名 

担 任：江東区立第五大島小学校 主任教諭 椎名 祥子 

指導者：新宿区立愛日小学校   主任教諭 小黒 靖子 

東京都小学校国語教育研究会研究主題 

他者と協働し、豊かな言語生活を実現する国語学習 
―身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める― 

言語部 研究主題 

言葉のよさに気付き、親しみ、日常生活に生かす単元づくり 
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                                  （令和６年 12 月 16 日実施 23 名） 

質問 児童の回答 人数（割合※小数第１位四捨五入） 

①国語の学習は好きですか。 

（選択式） 
 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない 
・好きではない 

８名（35％） 

11名（48％） 

３名（13％） 

１名（４％） 
②書くことの学習－(１) 
日常の生活で体験したことを文
章にすることは好きですか。（選
択式） 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない 
・好きではない 

８名（35％） 

８名（35％） 

３名（13％） 

４名（17％） 
②書くことの学習－(２) 
自分の考えを文章にすることは
好きですか。（選択式） 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない 

・好きではない 

３名（13％） 

11名（48％） 

８名（35％） 

１名（４％） 
②書くことの学習－(３) 
物語や詩、俳句などを自分で考
えて書くことは好きですか。（選
択式） 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない 

・好きではない 

11名（49％） 

４名（17％） 

４名（17％） 

４名（17％） 
②書くことの学習－(４) 
実験や観察の様子を記録した 
り、調べたことを書いたりする
ことは好きですか。（選択式） 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない 

・好きではない 

11名（48％） 

６名（26％） 

４名（17％） 

２名（９％） 
③文章を書くことは得意ですか。
（選択式） 

・得意 

・どちらかといえば得意 

・どちらかといえば得意ではない 
・得意ではない 

３名（13％） 

７名（30％） 

７名（30％） 

６名（27％） 

④文章を書くときに気を付けてい

ることは何ですか。 
（自由記述） 

・「、」や「。」を書く          ７名 
・１マス空けて書く          ５名 
・字をきれいに書く                    ４名 
・習った漢字を使って書く              ２名 
・相手が読みやすいかどうか       ２名 
・その他各１名 
 多く書く/段落を分ける/言葉に気を付ける/言葉を間違えない/書く
のを忘れない/書くべきことがきちんと書けているか/相手に伝わる
かどうか/分かりやすい文にするためにどうするか 

⑤文章を書くときに、困っている
ことや難しいと思うことはあり
ますか。（選択式） 

・ある 
・ない 

10名（43％） 

13名（57％） 

⑥どんなときに困ったり、難しい

と感じたりしますか。 

（自由記述） 

・各１名 

段落を分けるとき/「、」「。」を書くとき/文章を読んでまだ理解でき

ていないとき/（何を書くのかを）忘れてしまうとき/どういう表現

をしたらよいのか分からないとき/意見を書くとき/理由などを書く

とき/どうやって書けばよいか分からないとき/社会などの新聞のと

き、少ない字数でどれだけ分かりやすく要約するか 

⑦ふだんから、言葉を調べたり、

集めたりするのが好きですか。

（選択式） 

・好き 

・どちらかといえば好き 

・どちらかといえば好きではない 

・好きではない 

７名（30％） 

９名（39％） 

２名（９％） 

５名（22％） 

意識調査の結果から、本学級の 83％の児童が国語科の学習を肯定的に捉えている。「書くこと」の学習につ

いては、文種による違いはあるものの、60％以上の児童が「好き」「どちらかといえば好き」と回答している

が、文章を書くことが「得意」「どちらかといえば得意」と感じている児童の割合は 43％と、それよりもやや

少なくなっている。書くことが得意ではないと感じる理由や、書くときの困り感については、「何を書くのか

を忘れてしまう」や「どうやって書けばよいのか分からない」「自分の意見や理由を文章にするのが難しい」

などの回答があり、何をどのように書くのかという見通しをもてないまま、書くことに取り組んでいる児童の
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様子がうかがえる。また、文章を書くときに気を付けていることを尋ねる質問に対しては、「句点や読点を書

く」など、文章の表記に関することが多く挙げられ、内容や読み手を意識している児童は少ないことが分かっ

た。 

  そこで本単元では、「書くこと」の学習過程の「題材の設定、情報の収集、内容の検討」を指導の中心にし

て、児童が自ら作る「不思議な言葉」を題材とし、「不思議な言葉」の意味を考え、想像を広げたり、新しい

解釈を生み出したりすることで書きたいことを明確にし、短い物語を書き上げることを目指す。常時活動とし

て取り組んでいる「言葉集めノート」を活用しながら、言葉と言葉を組み合わせて「不思議な言葉」を作った

り、既存の言葉や表現を新しい視点で捉え直したりすることを通し、「言葉は意味を広げたり、新しい解釈を

生み出したりすることができる」ことに児童が気付けるようにしていく。また、個人や友達と「不思議な言葉」

の意味を考えたり、想像したことを基に物語の内容や構成を考えたりする中で「伝えたいことが明確になるよ

うに情報を集め、複数の材料から題材を選択するとよい」ことにも気付けるようにしていく。 

 

(2) 学習材について（学習材観） 

①ショートショート 

   ショートショートとは、小説的な構成をもった、極めて短い読み物である。長さに明確な規定はなく、小

説の中でも特に短い作品を指し、「超短編小説」と呼ばれることもある。定義には諸説あり、「新鮮なアイデ

ア、完全なプロット、意外な結末」の三原則が盛り込まれたものとされる他、教育出版の教科書では、「短く

て不思議な物語」と紹介されている。ショートショートのジャンルは、SF・ミステリー・ユーモア小説など

様々であるが、ショートショートであるかどうかは、「アイデアと、それを活かした印象的な結末のある物語」

で、「作品に何らかの新しいアイデアが含まれているかどうか、さらにはそのアイデアをうまく活用した印象

に残る結末になっているかどうかが判断の基準になる」と述べられている。（『たった４０分で誰でも必ず小

説が書ける 超ショートショート講座 増補新装版』田丸雅智 WAVE出版） 

本単元におけるショートショートとは、後述する「不思議な言葉」を題材とした 100 字から 400 字程度の

短い物語である。児童自身が考え、選んだ「不思議な言葉」から想像を広げたり、新しい解釈を生み出した

りしながら伝えたいことを明確にし、出来事や結末を工夫しながら作品を書き上げることを目指す。 

②題材 

   ショートショートの題材となるのは、言葉を組み合わせて作ったり、既存の言葉や表現から想像を広げて 

解釈したりする「不思議な言葉」である。本単元では、以下の四つの方法を使って「不思議な言葉」を作る。 

「不思議な言葉」の成り立ち 例 言葉の意味・想像する事柄 

①言葉と言葉を組み合わせ

る。 

レモン＋自転車＝レモン自転車 レモンがタイヤになっている自転車。

果汁を絞って飲める。 

②しりとりを使って作る。 ひつじ＋じかん＝ひつじかん ひつじの数を数えなければいけないく

らい、なかなか眠れない時間のこと。 

③同音異義語を使って作る。 冷蔵庫→霊蔵庫 先祖の霊を保存してあるもの。よく冷

える。 

④ことわざや慣用句をそのま

ま使う。 

棚からぼたもち 開ける度に新しいぼたもちが出てくる

戸棚。 

③モデル作品 

  ショートショートを書くにあたり、児童の興味・関心を高め、題材となる「不思議な言葉」の成り立ちを

考えたり、「不思議な言葉」から広げた想像や新しい解釈を生かした物語の内容や構成、結末について考えた

りできるよう、教科書教材に加えて教師や４年生の児童が書いた複数のモデル作品を提示する。前述の「不

思議な言葉」の四つの成り立ちに加え、200 字未満の短い作品から 800 字程度のやや長い作品まで複数のモ

デルを提示することにした。また、同じ「不思議な言葉」を使った異なる内容や構成、結末の作品も提示し、

児童が物語を構想する際の参考となるようにした。 

  【モデル作品一覧】 

言葉の成り立ち 200字未満 200～400字 400～800字 

言葉 

名詞+名詞 正直えんぴつ 
いっすんぼうしのせいくらべ ソーダあめ レモン自転車 

形容詞+名詞 俊足 ひえぐるみ ぽかたんす 

動詞+名詞 スキップえんぴつ しゃべる教科書 やり直しトイレ 
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しりとり とけいんこ 

ひつじかん① 
ひつじかん② 

ふくり 
だるまスク 

つかれたんこぶ 

同音異義語 れいぞうこ かりん党 
そうじ木  

ことわざ・慣用句 絵にかいたもち 
けんか両成敗 

耳にたこができる 
首を長くする 
足がぼうになる 
のどから手が出る 

たなからぼたもち① 
たなからぼたもち② 

鬼の目にも涙 

④「言葉集めノート」 

「言葉集めノート」は、児童が気になった言葉や心に残った言葉、新しく知 

った言葉を書き溜めていくカードをつづったものである。見付けた「言葉」「き 

っかけ」「意味または理由」「文例」などを記録している。国語科の学習の中だ 

けでなく他教科や日常生活の中で見付けた言葉も書くようにし、自分だけの「言 

葉集めノート」を作ることを目指す。継続する中で「言葉集めノート」に書き 

溜めた言葉を使って文章を書いたり話したりするなど、集めた言葉を表現に活 

用することも目指している。「言葉集めノート」の取り組みを通して、日常生活 

の中で言葉を意識する習慣を育てるとともに、児童の語彙を豊かにすることが 

できると考えた。 

本単元においても、物語の題材となる「不思議な言葉」を作るときや、題材に応じて物語を書き進めると

きに「言葉集めノート」に書き溜めた言葉を活用できるよう促していく。 

 

(3) 単元について（単元観） 

  本単元では、言葉と言葉を組み合わせたり、知っている言葉や表現から想像を広げて解釈したりして題材

となる「不思議な言葉」を作り、題材を生かしたショートショートを書くことをねらいとしている。 

 本単元における「言葉による見方・考え方を働かせる」とは、「言葉や表現に着目し、これまでの知識や経

験を生かして新しい言葉を作り、その言葉の意味を考えること、さらに、言葉から想像したことを基に物語の

内容と構成を考えること」と捉えた。児童は、言葉と言葉の意外な組み合わせからできる「不思議な言葉」や、

本来の意味から離れたことわざや慣用句などの「不思議な言葉」から題材を選択し、言葉の意味や考えたこと

から想像を広げてショートショートを書く。学習を通して、「言葉による見方・考え方」を働かせることで、

新たに言葉を作り出したり、既にある語句や表現を異なる視点から解釈したりする活動そのものや、言葉を使

って自分が想像した世界を表現する楽しさを児童が感じられるようにしたいと考えた。 

そこで、言語活動に対する児童の興味・関心を引き出し、見通しをもって学習を進めることができるよう単

元全体を「出合う」「親しむ」「生かす」の三つの段階で構成した。 

【出合う】ショートショート作品を読み、題材となる「不思議な言葉」の成り立ちについて考えたり、友達と

一緒に「不思議な言葉」を作ったりする。 

【親しむ】題材となる「不思議な言葉」を選び、その意味を考え、想像を広げて物語の内容と構成に沿って書

く。 

【生かす】書き上げた作品を友達と読み合い、感想を伝え合うことを通して、友達の作品のよさに気付き、「不

思議な言葉」の設定に沿った作品になっているかを確かめる。物語のおもしろさとは何かについて

考える。 

 「出合う」段階では、複数のショートショートを読み、作者が作り出した「不思議な言葉」が作品の題材と

なっていることを捉える。さらに、「不思議な言葉」の成り立ちを考え、自分でも言葉と言葉を組み合わせて

新しい言葉を作ったり、言葉や表現をこれまでとは異なる視点から解釈したりして「不思議な言葉」を作る。

「不思議な言葉」の意味やその言葉から想像したことを友達と伝え合うことで、「ショートショートを書いて

みたい」「自分でもショートショートが書けそうだ」という学習活動に対する意欲と見通しをもつ。 

「親しむ」段階では、「学びの手引き」を基にして、自分に合った方法で学習を進める。自分が選んだ方法で

「不思議な言葉」を作り、その言葉の意味や言葉から想像したことを整理するために、複数のワークシートの

中から必要なシートを選んで物語の内容や構成を膨らませていく。そして、物語の内容と構成を検討し、「こん

な物語を書きたい」という個別の課題をもってショートショートを書き始める。必要に応じて同じ学習過程に

いる友達や、先に進んでいる友達と話し合いながら自分が伝えたいことを意識して書き進めていく。 

 「生かす」段階では、友達と互いのショートショート読み合い、感想を伝え合うことを通して、作品を書き

上げた達成感を味わえるようにする。また、自分が題材として選んだ「不思議な言葉」の意味や、言葉から想

像したことが伝わる作品になっているかを考える。どのように「不思議な言葉」を作ったのか、「不思議な言葉」
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からどうやって物語の内容と構成を膨らませたのかについて振り返り、相手や目的を意識して、経験したこと

や想像したことなどから書くことを選び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたいことを明確にし

ていく大切さを実感させたいと考える。さらに、単元の「出合う」段階で捉えていた「物語のおもしろさ」と

学習を終えた時点での考えを比較し、「物語のおもしろさとは何か」について自分の考えが広がっていることを

確かめる。 

単元終了後には、学んだことを生かし、新しい語句や表現に興味をもって意味や使い方を知ろうとしたり、

「言葉集めノート」に書き留めたりする姿や、「不思議な言葉」を題材とした別のショートショート作品を書い

たり、出版されているショートショート作品を読んだりする姿など、豊かな言語生活へとつながる児童の姿が

見られるようになることを期待したい。 

 

４ 言語部で捉える「言葉による見方・考え方を働かせる」とは 
言語部では「言葉による見方・考え方を働かせる」とは、「言葉に着目し、意味や役割、効果を考え、意識して

使おうとすること」であると考える。 

児童が、自分の思いを表現したり情報を基に自分の考えを形成したりしようとする際に、言葉の意味や効果に

着目し（言葉による見方）、比較や類推等の概念的思考を働かせて考え（言葉による考え方）、より適切に判断し

ようとしている姿が、「言葉による見方・考え方を働かせる」姿である。さらに、「言葉による見方・考え方」を

働かせたことを振り返り、「言葉のよさ（役割や効果）」を実感することで、言葉への自覚を高めることができる。

これらの経験を重ねていくことで、児童の語彙を豊かにし、豊かな言語生活者が育っていくのだと考える。 

「書くこと」の学習では、様々な言葉や表現に着目し（言葉による見方）、比較したり類推したりして（言葉に

よる考え方）、自分の思いや伝えたい内容に適切な言葉や表現を選択しようとすることが、「言葉による見方・考

え方を働かせる」ことであると考える。それぞれの学習過程の中で、どの言葉や表現がより適切なのかを比較し、

語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して最適なものはどれかを考え判断しようとする際に、「言葉による見

方・考え方を働かせる」のである。 

「言葉による見方」は、知識及び技能の内容の（１）言葉の特徴や使い方に関する事項から、「語彙」「表現の

技法」「文や文章」を取り上げた。「言葉による考え方」は、知識及び技能の内容の（２）情報の扱い方に関する

事項の「情報と情報との関係」「情報の整理」や先行研究を参考に概念的思考を設定した。 

  低学年 中学年 高学年 

言
葉
に
よ
る
見
方 

語
彙 

身近なことを表す語句 様子や行動、気持ちや性

格を表す語句 

思考に関わる語句 

表
現
の 

技
法 

（比喩・反復などの表現

の工夫） 

（比喩・反復などの表現

の工夫） 

比喩・反復などの表現の工夫 

 
 

文
や
文
章 

主語と述語との関係 主語と述語との関係 

修飾と被修飾との関係 

指示する語句と接続す

る語句の役割 

段落の役割 

語句の係り方や語順 

文と文の接続の関係 

話や文章の構成や展開 

話や文章の種類とその特徴 

言
葉
に
よ
る
考
え
方 

概
念
的
思
考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの言葉や表現がより適切なのかを比較する際には、語句を理解するための方策「①有無 ②言い換え ③経

験の想起 ④辞書的な意味 ⑤動作化」を使って考える。その際、友達とどのような言葉や表現があるかを出し

合ったり、それぞれの言葉や表現からどのような印象を受けるかを話し合ったりすることが欠かせない。他者と

協働することにより、「新たな言葉との出合い」や「言葉の意味や役割、効果」「人による感じ方の違い」等に気

付き、言葉への理解を広げたり深めたりすることができるのである。学習の中でこれらの経験を重ねることで、

児童の言語感覚を耕し、語彙を豊かにしていく。このような学習を継続することが、豊かな言語生活の実現につ

ながると考えた。 

言語部では「豊かな言語生活」について、三つの側面から捉えている。 

ア：言葉そのものへの興味・関心 

因果 分類 

比較 類推 

 

分解 抽象化 具体化 系統化 一般化 
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言葉を意識し、言葉に関心をもって生活し、言葉に親しんでいる。 

・言葉の並びやリズム、韻や言い回しのおもしろさや心地よさを楽しんでいる。 

・言葉遊びや短歌・俳句、伝統的な言語文化などを楽しんでいる。 

・言葉に出合ったとき、「おもしろいな」「かっこいいな」「すてきだな」などの思いをもって生活している。 

・気になる言葉に出合った際、意味や使い方を調べたり、いつか使ってみようと書き留めたりしている。 

・その言葉の仲間が他にもないかと調べたり集めたりしている。 

イ：自己内対話 

自分の思いを言葉にすることにより意識化し、感性や情緒、思考を活性化したり明確化したりしながら内言

を充実させている。 

・言葉を用いて論理的に思考し、自分の考えを広げたり整理したりしている。 

・自分の中にある漠然とした思いを言語化することで感情を明確にしたり豊かにしたりしている。 

・書いたり話したりする際に、自分なりのこだわりをもって言葉や表現を選択し、使おうとしている。 

ウ：他者とのコミュニケーション 

言葉の働きを意識して、思いや考えを他者とよりよく伝え合おうとしている。 

・発表や話合い、交渉などで、考えを伝え合い、理解を深めたり問題を解決したりしている。 

・他者と関わり合う際に、言葉から相手の思いを理解し、円滑なコミュニケーションを取っている。 

・言葉には人間関係を構築する働きがあることを意識し、言葉を介して他者と良好な人間関係を築いていこ

うとしている。 

これらの三つの側面は、互いに関連し合っている。

「Aという言葉があるんだ。おもしろいな」という「言

葉そのものへの興味・関心」の側面が、「このことを書

くときにあのAという言葉を使ってみようかな」とい

う「自己内対話」の側面につながり、「〇〇さんにこの

ことを伝えるためには、あのAという言葉を使うのは

どうかな」という「他者とのコミュニケーション」の側面にもつながる。 

このように、それぞれの側面を行きつ戻りつしながら生活していくことで、言語生活がより豊かなものとなっ

ていく。他者とつながり、関わり合いながら、自分で考え、意思決定し、社会の一員として生きていくためには、

言葉が不可欠である。言葉に親しんだり「言葉による見方・考え方」を働かせたりする経験を重ね、児童の語彙

を充実させていく学習を継続することが、児童の言語生活の充実につながる。そして、言語生活が充実すること

で豊かな言語生活者が育っていくのだと考える。 

 

５ 研究主題に迫るために 
本単元において、児童が「身に付けたい力を意識し、自ら学びを進める」とは、「語句や表現の本来の意味か

ら想像することで自分のもつ言葉の意味を広げたり、新しい解釈を生み出したりして、ショートショートの題材

に使いたい『不思議な言葉』を選択することである。そして、『学びの手引き』を基に自分に合った方法で学習

を進め、対話の相手を自分で選択しながら、伝えたいことを明確にし、『不思議な言葉』の設定に沿ったショー

トショートを書こうと試行錯誤する姿」である。 

「児童が身に付けたい力を意識する」とは、児童一人一人がショートショートを書く過程で、「題材となる

『不思議な言葉』から想像を広げたり、新しい解釈を生み出したりして、伝えたいことが明確になることを意識

する」ことである。 

「自ら学びを進める」とは、「学びの手引き」を基にして、「自分に合った方法で学習を進め、対話の相手を自

分で選択しながら、『不思議な言葉』と物語の展開を比較検討し、伝えたいことが明確になるように行きつ戻り

つしながらショートショートを書く」ことである。 

そのため、言葉と言葉を組み合わせることや、ことわざや慣用句の意味を確認するなどして、自分のもってい

る言葉の意味や表現の本来の意味から想像を広げ、新しい解釈を生み出したりすることなど、多様に「不思議な

言葉」を作り、物語の内容や構成を考えられるよう単元構成を工夫し、自分の課題意識をもって学習を進めるこ

とができるようにした。 

本単元終了後も、日常生活で使う言葉や新しく知った言葉など、語句や表現に興味をもち、その意味や使い方

を知ろうとしたり書き溜めたりすること、自分の思いや考えが相手に伝わるかを考えて、話したり書いたりする

こと、また、相手の意図を考えながら聞いたり読んだりすることで豊かな言語生活につながっていくと考える。 

研究主題に迫るために、【出合う】【親しむ】【生かす】の三段階の単元構成とし、学習活動や手だてを工夫する。 
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（１）児童が（本単元において）身に付けたい力を意識し、主体的に学習に取り組む。 

本単元における「児童が身に付けたい力を意識する」姿とは、児童一人一人がショートショートを書く過

程で、「不思議な言葉」を作り、「様々な方法で言葉を作りたい」「不思議さが伝わるように書きたい」「『不思

議な言葉』からのおもしろさを伝えたい」などの思いをもって個人の学習課題を設定している姿である。 

また「主体的に学習に取り組む」姿とは、「学びの手引き」を基にして、自分が最適だと考える学習計画を

立案し、「～したい」という思いをもって自らの責任と判断をもって学習に取り組み、自分の学習課題を解決

するために方法や形態、対話の相手などを自分で選択しながら進め、「不思議な言葉」と物語の内容や構成を

比較検討し、伝えたいことが明確になるように行きつ戻りつしながらショートショートを書こうとしている姿

である。 

本学級の児童は、個人の課題を設定して学習に取り組む経験はあまり多くない。本単元では、学習活動を通

して一人一人が自分の課題意識をもち、自分の課題を設定し、「学びの手引き」を基に、方法や形態、対話の相

手などを自分で選択しながら学習を進める姿を目指したい。 

 

①【出合う】：「不思議な言葉」の作り方を知り、単元の学習課題を設定する。 

出合う段階では、児童の「ショートショートっておもしろい」「『不思議な言葉』を作ることが楽しい」「ショ

ートショートを書いてみたい」という思いを高めるようにする。ショートショートを読んだ感想を話し合った

り不思議な言葉の作り方を知ったりする中で、「『不思議な言葉』を作れそう」「この言葉からこんなお話を書き

たい」という思いをもてるようにしていく。 

第 1時では、教育出版の教科書教材「ぽかたんす」を読み、感想や作品のおもしろさを話し合い、「不思議な

言葉」を作る活動を設定する。作品のおもしろさを出し合う中で、「どうしてこんな言葉ができたのだろう」「ど

うして物語がおもしろいのだろう」「どうしたらおもしろさが伝わるだろうか」などの問いをもち、それらを基

に単元の学習課題を設定する。また、それが個人の課題へとつながるようにしていく。課外の時間では、教科

書教材のショートショート、教師や児童が作成したショートショートをまとめて読めるようにしておいたり、

教室にショートショートに関連する本を置いたりすることで、「様々な方法で言葉を作りたい」「不思議さが伝

わるように書きたい」「不思議な言葉からおもしろさを伝えたい」という思いをもち、主体的に学習に取り組む

ことができると考えた。 

 

②【親しむ】：「不思議な言葉」を作り、言葉の意味や想像したことを基にショートショートの題材を決め、内

容や構成、結末の見通しをもち、自分で学習の方法や形態などを選択してショートショートを書

く。 

 親しむ段階では、自分が作り、選んだ「不思議な言葉」の意味から想像を広げたり、新しい解釈を生み出し 

たりして、伝えたいことが明確になるように考え、児童が自分の「身に付けたい力を意識」して個人の学習課 

題を設定できるようにする。 

第２時に立てた単元の学習課題と学習計画からできた「学びの手引き」に沿って、第３時から第５時までは

自分が最適だと考える学習計画を立案し、「～したい」という思いと、自らの責任と判断をもって学習に取り組

んでいく。学習活動の最低限のラインは示すが、基本的には児童に委ねる。常時活動で書き溜めていた「言葉

集めノート」を活用しながら、第２時で知った「不思議な言葉」の成り立ちを生かして「不思議な言葉」を作

ったり選んだりする。そして、「不思議な言葉」の意味と良い面や悪い面などを具体的に書いたり、必要に応じ

て物語の内容や構成を書いたりといったように、自分のもっている書く力や、自分の思考や思いに合わせて、

児童自身が複数のワークシートから必要なものを選び、学習を進めることができるようにする。 

伝えたいことを明確にするためには、題材とのつながりが欠かせない。「不思議な言葉」の意味から想像を広

げたり、新しい解釈を生み出したりすることで、言葉のおもしろさに気付かせ、内容や構成、結末の見通しを

もって、ショートショートを書けるようにする。作った「不思議な言葉」のどれが自分の書きたい物語に合っ

ているのかを考えたり、読み手に伝わるように「不思議な言葉」の特徴について整理したりする必要があるこ

とにも気付かせていく。その後、「不思議な言葉」のおもしろさが伝わるように、書いた文章を読み返したり、

物語を書き上げた児童同士で読み助言し合ったりする。 

これらの活動を通して、「『不思議な言葉』の設定に沿った物語になっているか」という意識をもって学習に

取り組むことができるようにしていく。学習課題、学習方法や形態、対話の相手、自分に必要なワークシート

などを自分自身で選択することで自分の学習に責任が生まれ、より主体的に取り組めるようになると考えた。 

 

③【生かす】：書き上げた作品を友達と読み合って学習を振り返る。 

  生かす段階では、互いの作品を読んで感想を伝え合い、自分の考えた「不思議な言葉」と書き上げたショー 
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トショートの内容と構成について考える。「身に付けたい力を意識」し、学習方法や形態、対話の相手を自分で 

選択して「主体的に学習に取り組む」中で、自分が作ったり選んだりした「不思議な言葉」の不思議さやおも 

しろさを伝える物語になっているかを振り返る。「『不思議な言葉』の設定に沿った物語になっているか」とい 

う意識をもって学習を振り返ることができるようにする。 

第６時では、「結末は不思議な感じで終わる話を書きたい」「最後は笑えるおもしろい話を書きたい」「終わり

は少し驚きのある話にしたい」など個別の課題に沿った物語になっているかを振り返る。その際、友達の文章

から気になった言葉や表現は「言葉集めノート」に書き溜めていく。また、ショートショートを書くことを通

して考えた「物語のおもしろさ」を【出合う】段階の考えと比較し、単元の学習全体を振り返る。 

 

（２）学習活動（言語活動）において、自らの考えをもち、多様な考えをもつ人と関わり、新たな考えをもつ。 

   （確かにする、広げる、高める、深める、などを含む） 

友達との対話を通して、語句や表現の本来の意味から、自分のもっていた言葉の意味を広げたり新しい解

釈を生み出したりして、ショートショートの題材に使いたい「不思議な言葉」を選択する。「不思議な言葉」

作りを通して、言葉の意味の多様さへの気付きを広げたり新たな表現と出合ったりすることで、言葉や表現へ

の見方を新たにし、「言葉による見方・考え方」を働かせて、ショートショートの題材によりふさわしい「不

思議な言葉」を選択しようとすることができるようにする。また、読み合って相互評価をすることで、自分の

文章のよさに気付いたり、友達の文章から新たな言葉や表現を知り、新しい言葉の解釈を得たりして、更なる

課題意識をもつことができるようにする。 

 

①【親しむ】：友達と対話して「不思議な言葉」を比較検討し、「不思議な言葉」のおもしろさが伝わる題材を

選択する。 

第３～５時（主に第３時）では、まず「不思議な言葉」を作り、言葉の意味や想像したことを基にショート

ショートの題材を決める。作った「不思議な言葉」から、その言葉の不思議さやおもしろさについて話し合っ

たり物語の内容や構成について相談したりすることで、言葉に対する感覚を高めたり、意味の理解を深めたり

することができると考える。これらの活動を通して、「不思議な言葉」のおもしろさを明確にするとともに、「言

葉による見方・考え方」を働かせて、自分が伝えたいことがより明確になる「不思議な言葉」を選択できるよ

うにする。 

 

②【生かす】：互いのショートショートを読み合い、言葉や表現を知って解釈を得たり、自分の「個別の課題」

を振り返ったりし、新たな課題意識や次の活動への意欲を高める。 

第６時では、書き上げたショートショートを読み合い、感想を伝え合う。互いのショートショートを読み合

うことを通して、「『不思議な言葉』が同じでも、書く人によって物語の展開がこんなにも違う」「この言葉から

こんな想像をしているのがおもしろい」など「不思議な言葉」から、言葉そのものの意味や解釈を広げ、言葉

のおもしろさに気付かせる。そして、気になった言葉については、常時活動で行っている「言葉集めノート」

に書き溜める。また、「不思議な言葉」の設定に沿った物語になっていたかを友達の感想からも振り返る。「結

末は不思議な感じで終わる話を書きたい」「最後は笑えるおもしろい話を書きたい」といった個別の課題と友達

から貰った感想を照らし合わせ、「おもしろさが伝わってよかった」「終わり方に驚いてくれた」「もっとおもし

ろさを伝えるには、この言葉もよかったかもしれない」など、自分が考えた「不思議な言葉」のおもしろさが

読み手に伝わっているのか、「不思議な言葉」からどのように内容と構成を膨らませたのかを振り返る。「言葉

の意味をもっと考えたい」「相手に伝わるように書くために、この言葉を使おう」「○○ということを伝えるに

は、どの言葉がよいかな」など、言葉を意識して題材を決めたり、伝えたいことを明確にしたりしようとする

など、今後につながる新たな課題意識をもつこともできる。そして、「伝えたいことが相手により伝わるにはど

の言葉を使ったらよいか」と自己調整する姿が現れ、学習だけでなく今後の日常生活につながっていくことを

期待する。 

 

（３）獲得した言葉の力を日常生活に活用し、言語生活を豊かにする。 

  本単元の学習をその後の常時活動や日常生活に生かしている場面を具体的に想定し、児童が獲得した言葉の

力を活用できているかどうかを見取り、今後の指導に反映することができるようにする。 

【生かす】：単元終了後の日常生活において、言葉の意味の広げ方や伝えたいことを明確にすることなど学んだ 

ことを意識し、日常生活でも活用しようとする。 

 言語部が目指す豊かな言語生活とは、言葉そのものへの興味・関心をもったり、意識して言葉を使い、よりよ

く人と関わったりしながら生活することである。（４で前述） 
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 本単元で、児童は「言葉は意味を広げたり、新しい解釈を生み出したりすることができる」「伝えたいことが明

確になるように、複数の材料から題材を選択するとよい」ことを学ぶ。 

 単元終了後には、以下の三つの姿が現れることを期待する。 

ア：新しい語句や表現に興味をもち、その意味や使い方を知ろうとしたり書き留めたりしている。 

イ：ショートショートを読んだり、書いたりしている。 

ウ：自分の思いや考えが相手に伝わるかを考えて、話したり書いたりしている。また、相手の意図を考えながら

聞いたり読んだりしている。 

今後の学習や日常生活の中で、これらの姿が現れることが、本単元で獲得した言葉の力を活用していることで

ある。これらの経験を重ね、語彙を豊かにしていくことが、児童の言語生活を豊かにしていくことであると考え

る。 

 

６ 単元計画（全６時間） 

過程 

(次) 
時 学習活動 指導上の留意点 評価規準 評価方法 

 

第 

一 

次 

 

 

出 

合 

う 

 

 

１ 

 

１ ショートショートの題名から

内容を想像し、読んだ感想や作

品のおもしろさを出し合う。物

語のおもしろさとは何かについ

て自分の考えを書く。 

 

２ 学級全体で、言葉を組み合わ

せ、「不思議な言葉」作りをする。 

 

 

 

 

３ 個人や友達と「不思議な言葉」

を作り、言葉の意味を考える。 

 <ワークシート> 

 ・「がったいシート」 

 

４ 「不思議な言葉」の定義を共有

する。 

〇題名から想像したことや、

作品のおもしろさを話し

合う中で、題材に着目でき

るようにする。 

 

 

〇題材となる「不思議な言

葉」の成り立ちについて考

え、同じ方法を使って言葉

作りを試してみるよう促

す。 

 

〇「不思議な言葉」の意味を

考え、物語の内容につなが

るよう言葉から想像する

ことを話し合うよう促す。 

 

〇「不思議な言葉」とはどの

ようなものなのかを児童

の言葉で定義する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課

外 

ショートショート作品の中から興

味をもったものを読む。 

〇教科書の学習材以外のモ

デル作品を複数提示する。  
 

２ 

１ これまでに読んだショートシ

ョートの「不思議な言葉」と作品

のおもしろさについて交流す

る。 

 

 

 

 

２ 「不思議な言葉」の成り立ちを

話し合い、名前を付ける。 

 

 

 

 

〇題名と内容の関係や、作品

のキーアイテムとなって

いる物や事柄に着目する

よう助言し、「不思議な言

葉」が作品の題材となって

いることに気付けるよう

にする。 

 

〇自分のお気に入りの作品

について、その題材となっ

ている「不思議な言葉」の

成り立ちについて考える

よう促す。 

〇「不思議な言葉」の成り立
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３ 「不思議な言葉」を個人や友達

と作る。 

（ア）言葉を組み合わせて作る。 

（イ）しりとりを使って作る。 

（ウ）同音異義語から作る。 

（エ）ことわざ・慣用句をそのまま

使う。 

<ワークシート> 

・「なりたちシート」 

 

４ 誰にどのように伝えるのか 

を明確にし、単元の学習課題と

個別の課題、学習計画を立てる。 

ちに名前を付けて整理す

るよう促す。 

 

〇「不思議な言葉」を作り、

その意味や言葉から想像

することを伝え合うこと

で、「自分でもショートシ

ョートを書いてみたい」

「書けそうだ」という気持

ちをもてるようにする。 

 

 

 

〇伝える相手と目的を明確

にして単元の見通しをも

つことができるようにす

る。 

〇書くことの学習過程を児

童と一緒に考え、学習計画

を学級全体で共有し、「こ

んな物語が書きたい」とい

う個別の課題をもてるよ

うにする。 

 

第 

二 

次 

 

 

親 

し 

む 

 

 

 

 

 

 

 

３  

 

本

時 

１ 「学びの手引き」を使い、学習

の見通しをもつ。 

 

 

 

 

２ これまでに作った「不思議な

言葉」を振り返ったり、「言葉集

めノート」を活用しながら「不思

議な言葉」を作ったりする。 

 

 

 

 

３ 「不思議な言葉」の意味や特 

徴、良い面・悪い面について考 

える。 

<ワークシート> 

・「それなにシート」 

 

 

４ 題材となる「不思議な言葉」を

決める。 

〇「学びの手引き」とワーク

シートを活用して、自分に

合った方法でショートシ

ョートを書くことを児童

と確かめる。 

 

〇「言葉集めノート」に使え

そうな言葉がないか、読み

返してみるように助言す

る。 

〇一つの方法だけでなく、い

くつの方法を試すとよい

ことを伝える。 

 

〇自分で考えた「不思議な言

葉」の意味や、言葉から想

像したことを友達と伝え

合うとよいことを助言し、

物語の内容が膨らむよう

にする。 

 

〇物語の内容や構成が浮か

ぶ言葉を選ぶよう助言す

る。 

〇自分がどの段階にいるの

かを「学びの手引き」で確

かめ、学習の見通しをもっ

たり、相談する相手を見付

けたりして次時の学習の

進め方について考えるよ

 

〔思考・判断・表現①〕 
ワークシート・観察 
・「不思議な言葉」の意味 
やその言葉から想像した 
ことを基に、ショートシ 
ョートの内容と構成をも 
っているかの確認 

〔主体的に学習に取り組
む態度①〕 
ワークシート・観察 
・題材の意味や想像した 
ことから伝えたいことを 
明確にし、自分の考えた 
内容と構成に沿ってショ 
ートショートを書こうと 
しているかの確認 

〔知識・技能①〕 
ワークシート 
・言葉を集め、四つの成 
り立ちから「不思議な言 
葉」を作ったり、言葉や表 
現を新しい視点で解釈し 
たりしているかの確認 

「
学
び
の
手
引
き
」
に
沿
っ
て
個
々
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め
る 
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う促す。 

 

 

４ 

５ 「不思議な言葉」の意味や特

徴、良い面・悪い面からショート

ショートの内容と構成を考え

る。 

 <ワークシート> 

・「せっていシート（物語の内容）」 

・「てんかいシート（物語の構成）」 

 

 

 

 

６ 「不思議な言葉」の設定に沿っ

て、ショートショートを書く。 

 

 

 

 

 

〇必要に応じてワークシー

トを選んで学習を進める

よう助言する。また、同じ

学習過程にいる友達や、先

に進んでいる友達と話し

合うことを促す。 

〇言葉の意味や想像するこ

とを比べたり整理したり

して、物語の内容と構成を

膨らませるよう助言する。 

 

〇物語の内容と構成が膨ら

まない場合は、題材の設定

からやり直してもよいこ

とを助言する。 

〇次時の学習の進め方につ

いて考えるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

７ 書いた文章を読み返し、誤字

脱字などを修正する。 

 

 

 

 

８ 書き上げた人から読み合い、

よりよい作品になるよう助言し

合う。 

〇個別の課題と文章の表現

に差異はないか確かめな

がら、書いた文章を読み返

し、書き直してもよいこと

を助言する。 

 

〇友達の感想を生かして文

章を修正することを助言

する。 

〇書き上がった児童には、次

の作品を書いてもよいこ

とを伝える。 

 

第 

三 

次 

 

 

生 

か 

す 

 

 

６ 

 

１ 友達と作品を読み合い、感じ

たことを「よんだよシート」に書

く。 

 

２ よいと思う言葉や表現があれ

ば、「言葉集めノート」に書き溜

める。 

 

３ 不思議な言葉の設定に沿った

作品になっているかなど、個別

の課題について振り返る。 

 

 

４ 物語のおもしろさとは何かに

ついて自分の考えを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇言葉の意味を考えること

や、伝えたいことを明確に

して書くことの大切さを

実感できるようにする。 

 

 

 

 

７ 本時の学習（３/６） 

 (1) 本時のねらい 

  「不思議な言葉」を作り、その意味や特徴、良い面・悪い面を考え、ショートショートの題材を決めること

ができる。 

〔知識・技能①〕 
ワークシート 
ショートショート作品 
・題材とした「不思議な言 
葉」の意味や特徴が生か 
されたショートショート 
になっているかの確認 
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 (2) 本時の展開 

学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準 評価方法  

１ 前時までの学習を振り返り、「学びの

手引き」を使って単元の学習の見通しを

もつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ これまで作った「不思議な言葉」を振

り返ったり、「言葉集めノート」を活用

しながら「不思議な言葉」を作ったりす

る。 

 

 不思議な言葉の成り立ち 

（ア）言葉を組み合わせて作る。 

（イ）しりとりを使って作る。 

（ウ）同音異義語から作る。 

（エ）ことわざ、慣用句をそのまま使う。 

 

 

３ 「不思議な言葉」の意味や特徴、良い

面・悪い面について考える。 

<ワークシート> 

 ・「それなにシート」 

 

 

 

 

 

 

４ 題材となる「不思議な言葉」を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習を振り返り、次時の見通し

をもつ。 

 

 

〇「学びの手引き」とワークシー

トを活用して、自分に合った

方法でショートショートを書

くことを児童と確かめる。 

 

 

〇ショートショートの題材は

「不思議な言葉」であり、その

意味や特徴から物語の内容と

構成を考えることを児童と確

かめる。 

 

 

 

 

 

〇学習形態（個人または複数人）

を自由に選択させる。 

〇「言葉集めノート」に使えそう

な言葉がないか、読み返して

みるように助言する。 

〇いくつかの方法を試すとよい

ことを伝える。 

〇題材の候補となりそうな言葉

に印を付けさせる。 

 

 

 

〇言葉の意味や、言葉から想像

したことを書くように促す。 

〇自分で考えた「不思議な言葉」

の意味や、言葉から想像した

ことを友達と伝え合うとよい

ことを助言し、物語の内容と

構成が膨らむようにする。 

 

〇物語の内容と構成が思い浮か

ぶものを選ぶよう助言する。 

〇「不思議な言葉」を作ることが

難しい児童には、前時までに

作った言葉から選んだり、友

達と同じ言葉を選んだりして

もよいことを助言する。 

 

〇「学びの手引き」を使い、自分

がどの段階にいるのかを確か

め、次時の学習の見通しをも

ったり、相談する相手を見付

けたりできるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔知識・技能①〕 
ワークシート 
・言葉を集め、四つの方法
を使って「不思議な言葉」
を作ったり、言葉や表現
を新しい視点で解釈した
りしているかの確認 

ショートショートの題材になる「不思議な言葉」を決めよう（仮） 

〔言葉による見方・考え方
を働かせている児童の姿〕 
・「不思議な言葉」につい
て、その意味や言葉から想
像したことを書いたり、友
達と伝え合ったりしてい
る。 

付けたい力を意識する場面 

自ら学びを進める場面 

言葉による見方・考え方を

働かせる場面 

 


